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1、研究の背景と目的 

前稿では、高経年団地が抱える課題の整理、コミュ

ニテイ支援を目的とした筆者らによる実証実験「あけ

ぼのテラス」の概要について報告した。コミュニティ

支援活動は短期間では効果が得られにくく、中長期に

渡る活動が求められる。また、団地居住者らによる自

主活動及び担い手の育成にも時間を要する。そこで、

今回行った実証実験に関する評価を参加者へのアン

ケート調査により実施した。この結果をもとに、今後

の高経年団地における住民支援方策の検討及び集約化

が計画されている団地のコミュニティのあり方につい

て考察を行うことを目的とする。

2、アンケート調査結果 

アンケート回答数は５５であった。
・参加者の属性

参加者の約５０％が７０歳以上で、約５６％が女性で

あった。現在の職業は会社員及び自営業は約１８％で、

多くは専業主婦・無職、パート・アルバイト等であった。

家族構成は単身者が約４２％、夫婦世帯が約３１％で

あった。本団地は２DK 及び３DK の住居が多くを占めて

おり、１〜２人で居住する世帯が多くなっている。また、

団地の居住年数は９年以下が約２０％、１０年から１９

年が約２２％、４０年以上生活している参加者が約１

８％であった（図１）。

 今回実施した「あけぼのテラス」の参加者は、団地の

居住年数は多様であるが、７０歳以上で単身もしくは夫

婦で生活する人が多い傾向となった。この傾向は筆者ら

が２０１７年に実施した団地住民への実態調査（１（２で得

られた結果と同じ傾向が見られた。７０歳以上でも、行

事等への興味があり、参加への意識が高い事も分かった。

他にも、団地に居住していない参加者も約３１％居た。

それら参加者の多くは団地居住者の家族や知り合い等で、

今回の情報は団地居住者から得たようであった。今回は

団地内で実施する行事であったが、内容によっては周辺

居住者も参加の意向があり、団地内外における接点の機

会を得られる事が分かった。更に、団地居住者には、近

隣に居住する家族もいるということも分かった。

・参加の理由と人数、滞在状況

今回の行事に参加した理由は「面白そうだった」が約

２９％で、「大学の取り組みに関心があった」が約２４％、

「知人に誘われて」が約２２％であった。老人会や季節

の行事などが定期的に行なわれているが、内容や参加者

も固定されており、今回のような大学主催の行事は特に

興味を示したのではないかと思われる。また、筆者らに

よる団地への関わりも２年目で居住者とのコミュニケー

ションも比較的円滑になってきた点も考慮すべきである。

参加人数は１人が約３６％、２人が約３６％で、１人も

しくは知人・友人などを誘って参加した人が多く、一人で参
加できるイベントがあったと考えられる。

行事の滞在状況は、カフェやピザ、野菜の購入が多

く、その場で参加者と会話して過ごしたという方が多か 

った。一方で以前実施した調査で希望の多かった「読

書」は少ない傾向となったため、読書に適した場づくり

も今後の課題である。滞在時間は３０分未満や１〜２時

間、２時間以上と多様な参加状況が見られた、滞在した

イベントによる違いと見られるが、もっと長く居たかっ

たが帰ったという意見もあり、長時間滞在できるコンテ

ンツも考慮すべきであると考えられる（図２）。
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・行事の評価

今回の行事に関する評価は、「とても良かった」が約２

５％、「良かった」が約４０％であった。とても良かった

理由は「自治会以外の活動への関心」「住民のつながりの

為の模索は良いこと」「会話がはずんだ」「いろいろな体

験」などであった。良かった理由は「外での交流」「過ご

しやすい雰囲気」「普段と違う体験」「イベントが楽しか 

った」であり、自治会が主催する行事とは違うイベント

への興味関心の高さ・評価を得られた。今まで参加して

いなかった内容や機会を創出することで、行事への参加

意識の向上と住民同士のコミュニケーションの場を増や

すことができると思われる（図 3）。 

・行事の開催頻度と常設として欲しいもの

今後このような行事を行う場合の開催頻度として希望

する回数は、「半年に１回」が多く約３５％であった。寒

冷地のため、冬季は屋外のよる行事は開催が難しい。雪

の無い季節に２度程度開催するのが望ましいと考えてい

る参加者が多いと判断される。

他にも、今回のような日時が限定されたイベントでは

なく、常設的にあったらいいと考えるものは「野菜の販

売」が約２７％と多く、次に「カフェ」が約２５％であ 

った（図４）。団地周辺には生活利便施設や商店等が少な

く、喫茶店等も無いため、日頃購入する野菜や果物の購

入や住宅以外で過ごす場所などの要望が高いことが分か 

った。また、単身もしくは夫婦世帯が多いため、会話の

機会が少ないと考えられる。行事への参加によるコミュ

ニケーションも重要だが、日用品の購入や喫茶など自身

の意思やタイミングによる会話や他者との交流も特に高

齢者にとって重要な機会であり、日常必要とされるコミ 

ュニティであると考えられる。

・その他日常生活の不安と今後の意向

日常生活で感じる不安なことは「有事（地震）の際の

対応」「買い物」「仕事」「健康」「単身生活」が多かった。

現在のあけぼの団地居住者は不便を感じながら比較的離

れた商店へ行き、不安な点もどうにか自身で解消しよう

と試みている。しかし、高齢化率の高い団地であり、現

住民自身が行動できる時に団地の課題を共有し、住民に

よる団地コミュニティ支援や維持のための担い手を生み

出す必要があると強く感じた。

今後の意向に関する意見では、「イベントの継続を希望

する」「会話や交流など住民との接点創出」「高齢だが時

間はあるので地域活動に参加したい」など、住民との交

流機会が増えるような行事を今後も継続して欲しいとい

う意見があり、行事への参加や活動への関わりなどの意

見も得られた。

 

 

３、アンケート調査結果の考察と今後に向けて

今回の行事は主に筆者らによる試験的な実証実験行事

で、多くの課題や団地住民の意識の向上も見られた。住

民らによるコミュニティ支援の立案・運営はまだまだハ 

ードルが高く、専門知識を持つ者による初期段階の支援

の必要性と担い手育成の重要性も同時に感じる機会であ 

った。その点も今後の課題として捉え、高経年団地及び

集約化が計画されている団地のコミュニティ支援のあり

方について継続的に考察を行う必要性を強く感じた。
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図２ 参加の理由と人数、滞在状況 

図３ 行事の評価 図４ 常設的にあったらいいもの 
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